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この大会の特徴は、徳之島にさえ、たどり着けば、後は Door to door の厚い「おもてなし」が待っていることです。

まず、空港にたどり着けば、受付会場、そして、各々の宿泊先まで、バスで無料送迎されます。 

私は、ホテルにチェックイン後、バイクを組み立て、カーボパーティーに備え、大浴場の露天風呂で愛飲度を上

げます。ヤシの木に囲まれた露天風呂はオーシャンビュー、しかも、真っ赤な夕日が望める、まさにサンセットリ

ゾートホテル、眼下に広がる大洋は、レースのスイム会場です。 

 

ウエルカムパーティーは、スイム会場のヨナマビーチ

公園の芝生の上に車座になって行われました。競技

説明会も兼ねているのですが、主催者側も「早う乾杯

しようや〜」と説明は、ほどほどで大宴会に突入で

す。 

ビールや地元のご馳走を堪能した後は、パッションフ

ルーツに黒糖焼酎をストレートで入れ、箸で中身と焼

酎を混ぜて呑むカクテルが最高です。 

 

今回、78 歳最高齢の金子さんとツーショットさせてい

ただけました。彼は、体調不良で棄権されましたが、

島には、ダイビングを楽しみに来ていたようです。 

島のトライアスロンを知り、58 歳で初めてチャレンジさ

れ、以後、20 年連続して出場されています。 

長く続ける秘訣をお聞きしたところ…「あまり入れ込ま

んことかなあ…、しかし、ちっとはしんどいこともせん

とアカンなあ〜」と飄々と教えてくださいました。 

また、大会の発案者でもあり、初回から今回まで、連

続28回出場の前・天城町町長の寿洋一郎さん、70歳

にも会えました。今回も、彼は 8時間 15 分で見事完走です。 

 

レース前日、希望者にはコース下見に、島１周を観光バスで無料案内。 

夕方は、ウエルカム闘牛大会でおもてなししてくれます。私も初めて、闘牛大会を観戦しました。見るまでは、牛

さん気の毒やな…、と思っていたのですが…。 



1 トン近く、それ以上の牛もいるようですが、巨体に隆々

の鍛え上げられた、たくましい筋肉の2頭の激突に感動

しました。格闘家が、自身のプライドをかけて戦う様に、

彼らも牛の誇りをかけて、真っ向勝負でした。気の毒、

という気持ちは吹っ飛び、彼らに敬意を抱きました。 

入場料は 2000 円だそうですが、選手は無料招待です。

帰る頃には、闘牛場は老若男女で超満員、島の人たち

の熱狂的な声援が印象的でした。 

 

そうそう、私の成績はといいますと… 

ここだけの話ですが、実は密かに、メラメラと、60 歳以

上の部で１位を狙っていたのでした。 

だから、前日のスイム練習は、スタート時間に合わせ、

ウエット無しで試泳と、気合いを入れた分、スイムアップ

は 39分と、前回より 12 分早く、バイクもガンガン、ラン

スタート時、総合 35位と独走体制を固めていたので

す。 

問題のランも、キロ 6分で走ればまず間違いない、走っ

ている時のイメージは、それ以上の感じ…。胸を張って

颯爽と走りました…、のはずなのでしたが、ゴール手前

４km 地点で、ごま塩頭のジジイに抜かれてしまいまし

た…（自分も完璧にジジイなのを棚に上げて…）いやい

や 50代かもしれない、と気を取り直し、残り 4km でラス

トスパート…、の、つもり…。 

 

リザルトを見て、その不安は的中…。やっぱりライバル

でした。 

キロ 6 分と思ったランは、前回より 5分オーバー。 

そういえば、レース中、沿道のおばあちゃんに「お兄ちゃん、足、大丈夫？」と心配されたなあ…、いつもの事や

から、気にしんとこ…、と思ったのですが、やっぱりいつも通りの走りやったんか〜。63 人にも抜かれ、ゴール

は 98位。悔しい〜。 

 

S; 39:30   B; 2:35:09   R; 2:28:15   Total; 5:43:05 

 

ほぼ 1 ヶ月の間に、石垣、日本海合宿、ケアンズ、徳之島は強行軍でした。 

 



競技説明会で、天城町長の実行委員長がおっしゃっていました。 

「レース当日は、全島民あげて応援します」 

そうなんです。これは、ウソでもハッタリでもないのです。ホンマにごっつい応援です。 

バイク、ランコース共に、至る所の沿道にテントが張られているのです。あれ？さっきエイドがあったのに、また

エイド？と思いきや違いました。町内のテントを張り、その下にお年寄り達が、パイプ椅子に座って声援を送っ

てくれているのです。 

この島は、「長寿の島」なのです。ふと、前夜の闘牛場がよみがえりました。島の人たちの目には、選手達が闘

牛のように写るのかな…？ 

いやあ、俺たちはヒーローや、カッコええんやなあ…。 

 

しかし、皆様に非常に残念なお知らせがあります。 

お楽しみの一つであった、しかも最も重要と思われる事なのですが、ゴールで待っているはずの、あのトラック

の荷台いっぱいの「冷えたビール」が見当たりません。 

さては、先着の西川君が独り占めか…とは濡れ衣で、聞くと今年から、どんちゃんパーティーまでお預けやて…、

「冷えたビール」を目指して頑張ったのに、そんな殺生な…。 

 

2020 年の国体、トライアスロン会場に天城町が決定されたようです。 

島のトライアスロン熱は、ますますヒートアップ。 

来年の開催は、7月５日です。みなさま、いかがでしょうか？ 

 


